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4月1日付けで事務所長としてまいりました村山と申します。東北地方で
の勤務は初めてとなります。どうぞよろしくお願いいたします。

成瀬ダムは、秋田県東成瀬村に位置し、雄物川の洪水調節、流水の正常
な機能の維持、水道、かんがい、発電を目的として建設される多目的ダム
です。ダムの型式としては、新しい技術である台形CSGダム（※）という
型式であり、この型式としては日本最大の大きさとなります。

今年3月には転流式を開催し、いよいよ今年度の予算で本体工事に着手
することとなっており、まさにダム建設の山場を迎えようとしています。

事業がここまで進んだのも地権者の方々を始め、流域の皆様、東成瀬村、
秋田県等の関係機関のご支援・ご協力と工事関係者のご尽力によるものと
心から感謝申し上げます。

皆様からの期待に応えるため、ダムの完成に向けて事務所職員一丸と
なって取り組んで参りますので、引き続きのご支援・ご協力をよろしくお
願いいたします。

（※）「台形ＣＳＧ」とは、砂礫に水とセメントを配合して生成されたＣＳＧ（Cemented Sand 
and Gravel）を原材料として台形状に盛り立てたコンクリートダムの一種。

着 任 の 挨 拶



平成30年度の成瀬ダム建設事業費は70億円（前年度比約
1.01倍※工事諸費含む）で、新たにダム本体建設工事に着手する
他、付替道路工事を継続実施します。

堤体を構築する工事や堤体に使用する材料を採取する工事に着手します。

２号トンネルの掘削と、２号橋下部工工事の進捗を図ります。

ダム本体建設工事

付替道路工事



第2回 成瀬ダムモニタリング委員会 審議結果要旨
１．平成２９年度のモニタリング調査結果について

・平成29年度のモニタリング調査結果について審議した。
水質調査
クマゲラ調査
移植済み植物モニタリング調査
魚類調査

【審議結果】
・工事に伴う水質の影響はほとんど無いと考えられる。
・クマゲラを直接確認できていないので、生息しているとは断言できないため、

今後も調査を継続するものとする。
・移植植物の個体数が減少した種もあるが、近年は安定しており、移植後の状況

は概ね良好であると考えられる。
・今年度までの調査で、成瀬川の魚類の生息状況を定量的に把握できたと考えら

れ、工事に伴う影響を把握するため、今後も調査を継続するものとする。

２．平成30年度のモニタリング調査計画
・平成30年度のモニタリング調査結計画について審議した。

【審議結果】
・平成30年度のモニタリング調査結計画について了承された。
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今後ダム建設工事が本格化していくことから、『工事中の環境保全措置
や環境配慮事項など』について、適切にモニタリングしていくために必
要な指導や助言を得るため、専門家から構成される『成瀬ダムモニタリ
ング委員会』の第2回委員会を、平成30年3月14日（水）に秋田市内に
て開催しました。

【委員長挨拶】 【委員会開催状況】
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平成30年4月16日（月）平成３０年度における成瀬ダム建設事業に関する事
業調整会議を行いました。

本会議は、地元東成瀬村とダム事業者の成瀬ダム工事事務所間において、事
業を進める上で調整が必要な事項について、関係者が一堂に会し情報共有を図
るものです。

会議は東成瀬村防災情報センターにて行いました。
はじめに、佐々木村長から、今年はダム関係イベ

ントがたくさんあるので連携して行きたい。また、
村には他に大きな事業がないため、村民を含め非常
に関心を持っているとの挨拶がありました。

また、村山事務所長からは、今年は本体工事着手
し、早期完成に向けて取り組むため、引き続き協力
をお願いしたいとの挨拶がありました。

その後、今年度の事業概要説明や事業調整事項について工務課長から説明がありました。
お互いの情報共有し、本格的に事業推進に向けて連携強化が図られたと思います。

東成瀬村役場と事業調整会議をおこないました

東成瀬村椿川字逆川中～岩手県境までのR342が4
月27日(金)12:00より冬期通行止め解除となり、成
瀬ダム展望台への通行も可能となります☺
展望台には広い駐車場とあずまや・お手洗いもある
ので、ドライブの休憩にぴったり！
工事の様子も見ることができるので、お近くにお越
しの際はぜひお立ち寄りください！
展望台からの景色を写真に納めて、成瀬ダムカード
をもらおう(^_^)/
詳しくは成瀬ダム工事事務所HPをCheck！！！

挨拶する村山事務所長 挨拶する佐々木村長

役場１７名、事務所2４名

４月１8日時点の状況


